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図１ 自立支援の実践知の生成と展開 
出典：似田貝編（2008）[別紙]の図表 1 を引用． 
























































































































































のを実体化できるような状況でもないと思いますし、それこそ Michel Foucault 的な権力観みた
いなものを考えていったときに、非人称の権力がどんどん進展しているし、被調査者も必ずし
も特定の立場に収斂しないし、本当に事態はすごく複雑化していると思います。調査者自体に
ついても、自律的な調査者を想定できるのかという問題もあると思います。こうした状況下で、
研究者が「共同行為」を志向するならば、昔は簡単に被調査者と組むことはできたのかもしれ
ないけれども、今はなかなか難しいだろうと思います。誰と、なぜ、その「共同行為」をする
のか。なぜ、そのテーマを共有するのかという自らの立ち位置を明示化していく必要があるの
かなと思いました。これが、３つ目の論点になるのではないかと思います。そうは思わないと
いう人もいるとは思うんですけど、論点になるのではないかと思います。 
 少し長くなってしまいましたが、以上が報告となります。ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
【質疑応答】 
 
 
植田：ありがとうございました。少し時間は押していますが、事実確認などがありましたら、
この時点で出していただければと思います。特に、登壇者の間で確認しておきたいことがあれ
ばと思いますが、いかがでしょうか。 
特に出ないようでしたら、このまま林さんの報告に移りたいと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。  
